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6.806.80

GL-0.00～0.10ｍ表土。
GL-0.10～1.60ｍ礫混じり中砂
含水低、砂の粒径不均一、粒子
粗い。粗・細砂・微細砂分少量
混入。
φ2～40mm亜角、亜円形、軟質。
φ10～40mm主体の礫が極く少量
点在。
GL-1.60～6.80ｍ砂礫。
含水大、泥水希釈される。
φ2～30mm礫形、礫質様々、φ5
～20mm主体。
マトリックス、上部は粗砂、下
部に行くに従い中砂、細砂分若
干混入。
GL-2.00ｍ、下部に乳黄灰色の固
結シルトを5mm巾で帯状に挟む。
GL-3.00ｍ、下部に乳黄灰色の固
結シルトをブロック状に極く少
量挟む。
GL-4.00ｍ以深、乳黄灰色の粘土
をレンズ状に極く少量挟む。
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10.373.57

含水少、砂の粒径均一、粒子非
常に細かい。
密度極密。
GL-8.00ｍ、乳黄灰色の固結シル
トを3cm巾で帯状に挟む。
GL-9.00ｍ、乳黄灰色の固結シル
トを縞状に極く少量挟む。
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